
話　題

2 砂糖類・でん粉情報2026.8

はじめに
近年、日本の農業は高温や豪雨の影響を強く受け

ており、イモ類（ばれいしょ、かんしょ）や砂糖原

料作物（てん菜、サトウキビ）では、従来の栽培管

理が通用しにくくなっている。2015年以降の日本

の気温は長期的に上昇傾向が強くなり、2023年以

降はさらに高温化している（図１）。その結果、夏

季（６～８月）の極端な高温や短時間強雨の増加が

顕著となっている１）。これらは一時的な異常気象で

はなく、大気中の二酸化炭素などの温室効果ガス増

大に伴う地球規模での海水温の上昇や海面水温の分

布変化を背景として、今後も長期的に継続する気候

の変化と考えられる。そのため、高温、豪雨、干ばつ

といった極端気象のリスクは、今後さらに高まる可

能性が高い。このような条件の下では、これまでの

平年の気候・気象条件を前提とした栽培から、リス

クの発生を前提とした適応への転換が求められる。

図１ ⽇本の気温（年平均偏差）の⻑期傾向 （気象庁を基に広田改訂）

2015年以降は
急上昇トレンド

2023年以降の
顕著な高温

細線（⿊）：各年の平均気温の基準値からの偏差、太線（⻘）：偏差の5年移動平均値、直線（⾚）：⻑期変化傾向
基準値は1991〜2020年の30年平均値。

原図 https://www.data.jma.go.jp/cpdinfo/temp/an_jpn.html

図１　日本の気温（年平均偏差）の長期傾向

資料：�気象庁（https://www.data.jma.go.jp/cpdinfo/temp/an_jpn.html）の資料を基に筆者
改訂

注１：�細線（黒）：各年の平均気温の基準値からの偏差、太線（青）：偏差の５年移動平均値、直線
（赤）：長期変化傾向。

注２：基準値は1991〜2020年の30年平均値。
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１　近年の気候の特徴１）と栽培
リスク

近年の気候は、猛暑日が急増し（図２）、短時間

で強い雨が降る日数も増加している（図３）一方、

雨の降らない期間も長くなる傾向がある。また、秋

季（９～ 11月）の高温が長引くことも特徴である。

特に、夏の時期に熱帯太平洋西部の海水面の温度が

高い場合や、太平洋高気圧が日本付近に強く張り出

す場合には、日本全体が猛暑となる。夏において比

較的涼しいとされる北海道でも顕著な高温となるた

め、夏の暑い時期における日本列島の南北の温度差

が小さくなっている。

このような気候条件では、大雨による冠水や湿害

と、干ばつによる生育不良が同時に問題となりやす

い。高温多湿条件も生じやすく、病害虫の発生を助

長するため、従前よりも迅速な対応が必要である。

また、大雨や台風の頻度は、日本列島では南に位置

する九州・沖縄の方が北海道よりも多いが、高温化

の範囲も北の方へ広域化しているため、北海道や東

北の北日本側でも大雨や台風の頻度が増加傾向とな

図２ 全国の⽇最高気温35℃以上（猛暑⽇）の年間⽇数の経年変化（1910〜2025年）
（出典 気象庁一部改変）

棒グラフ（緑）は各年の年間日数を示す（全国13地点における平均で1地点あたりの値）。
折れ線（⻘）は5年移動平均値、直線（⾚）は⻑期変化傾向（この期間の平均的な変化傾向）を示す。

全国の13地点は、網走、根室、寿都、山形、石巻、伏木、銚子、境、浜田、彦根、多度津、名瀬、石垣島

図２　全国の日最高気温35℃以上（猛暑日）の年間日数の経年変化（1910～2025年）

出典：気象庁 一部改変

図３ 全国の⽇降水量200mm以上の大雨の年間⽇数の経年変化（1976〜2025年）
（出典 気象庁一部改変）

棒グラフ（緑）は各年の年間日数を示す（全国のアメダスによる観測値を1,300地点あたりに換算した値）。
折れ線（⻘）は5年移動平均値、直線（⾚）は⻑期変化傾向（この期間の平均的な変化傾向）を示す。

図３　全国の日降水量200mm以上の大雨の年間日数の経年変化（1976～2025年）

出典：気象庁 一部改変
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っている。秋の高温が長期化した後で、初冬の12

月に気温が降下し、ようやく低温となる傾向にある。

冬季（12 ～２月）は、全般的に気温は平年より高

いが、一方で大陸から来る寒波も生じやすく、一時

的に低温となることもあり、寒害・凍害のリスクは

依然として残る。春季（３～５月）は、2015年以

降の気温が平年より高い年が継続しており、2026

年で12年間連続となっている。一般的には、年々

の値は平年より高い年・低い年の両者があるので、

近年の春の傾向は異例とも言える。

２　作物別の影響と対応
（１）てん菜（北海道）

てん菜は、高温多湿が大きな減収要因となる。北

海道の夏も高温多湿条件が発生しやすい気候へと変

わりつつあり、このような気象条件によっててん菜

褐
かっ

斑
ぱん

病
びょう

の発生頻度が増加している（写真１）。近年

は発生時期が早まり、高温年には初発が６〜７月に

まで前倒しされる例も見られる。この結果、夏季に

被害が急速に拡大し、収量低下につながる２）３）。こ

のため、防除の早期化と防除間隔の見直しが必須で

ある。

一方で、北海道では春の高温化に伴い、融雪も早

まってきており、従前よりも初期生育期間を確保し

やすい条件となっている。このことは現在、栽培面

積が拡大している 直
ちょく

播
は

栽培に対しても好条件とな

る４）。この点を生かして、作物の初期生育を確保す

る栽培管理ができれば、収量性の向上にもつながる。

（２）ばれいしょ（北海道・全国）
北海道におけるばれいしょ栽培も近年、高温によ

る悪影響が現れている５）６）。特に、春の植え付けが

低温や多雨により遅れ、夏の高温条件が重なった場

合は生育期間が短縮され、収量が低下しやすい７）。

また、高温多湿条件では疫病（軟腐病、夏疫病など）

の病害も増加する（写真２）。一方で、ばれいしょ

はてん菜と異なり、作物の生育期間が３～４カ月と

写真１　てん菜褐斑病に罹患した地上部の様子
	 （2023年北海道十勝地方にて筆者撮影）

写真２　夏疫病（上）と軟腐病（下）
資料：ホクレン農業協同組合連合会 農業総合研究所提供
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短い。この特徴により、同じ年でも作期の違いで、

異常気象から受ける影響は異なる８）。このように考

えると、近年の春季の高温を生かした早植えに加え

て、畑輪作では、秋の高温化に伴い小麦の播
は

種
しゅ

時期

を10月に遅らせることができれば、作期の調整が

より柔軟になり、減収リスクを分散させることがで

きる。

一方で、気候変動への対応として、加工用ばれい

しょでは、主産地の北海道・道東地方の大規模畑作

地帯での2016年の台風被害による供給不足（いわ

ゆるポテチショック）をきっかけに、生産地の分散

が図られている。現在でもばれいしょの主産地は北

海道・道東・畑作地帯であることに変わりはないが、

さらに東北から九州へ収穫時期の分散と併せて、リ

スクの低減が図られている９）。そして、加工用ばれ

いしょの生産地の分散では、水田を活用した栽培も

取り組まれている。水田での生産は、単収が低い傾

向にあるものの、水稲との輪作により、水を張り、

農地が滞水する期間ができるため、結果として畑作

のばれいしょ栽培地帯で大きな問題となる野良イモ

（収穫後に畑に残った小イモが翌年雑草化する現象）

の発生を防ぐことができる利点を有する10）。水田

を活用したばれいしょ栽培は、単収だけでは評価で

きないリスク低減効果を持つ。

このように、加工用ばれいしょの事例ではあるが、

「作る場所」だけでなく「作る農地や栽培のやりかた」

を変えることで、栽培リスク低減となる適応につな

がることがある。

（３）かんしょ
かんしょでは、高温と多量の降雨を背景に、2018

年からサツマイモ基
もと

腐
ぐされ

病
びょう

（以下「基腐病」という）

（写真３）の被害が拡大した11）。この病害は圃
ほ

場
じょう

滞水

と強く関連するため、排水対策の徹底が特に重要で

ある。なお、鹿児島県においては近年、基腐病抵抗性

品種への切り替えや防除対策の実践などの取り組み

が進んだことで、基腐病の被害は減少している11）。

ところで、青果用かんしょにおいては、温暖化の

影響により、栽培可能地域が北へと広がってきてい

る。茨城県の生産量は鹿児島県に迫っており、北海

道でも栽培地が広がっている12）。従来の主産地で

ある南九州に加え、新たな産地形成が進んでおり、

気候変動に伴う新たな栽培機会の拡大がうかがえ�

る13）。ただし、基腐病のような新たなリスクも伴

っている点には留意が必要である。なお、基腐病は、

最大産地の南九州で甚大な被害が発生したばかりで

はなく、現在は北海道でも確認されている４）。気温

の上昇に伴うかんしょの北進とともに、栽培地にお

写真３　サツマイモ基腐病にり患したかんしょ（左）、圃場の様子（右）
資料：鹿児島県農業開発総合センター提供
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ける大雨の頻度は北日本でも増加しており、大雨に

より圃場が滞水する頻度も増えている。圃場の排水

対策は、栽培地の北進拡大に伴い、全国的に強化し

て取り組むべき課題である13）。

（４）サトウキビ（鹿児島県南西諸島・沖縄
県）
サトウキビは、年ごとの気象条件の変動に影響を

強く受ける作物である14）。今後は大型の台風が増

えることも予測されており、豊作年と不作年の差が

大きくなることが懸念される（写真４）。また、年々

の降水量や台風の影響で生育や糖度が大きく変動す

るため、排水と灌
かん

漑
がい

の両面からの水管理が重要とな

る。また、気象条件に応じた収穫時期の調整も必要

である。従って、年次格差を小さくする安定供給の

確保のためには、気象情報に基づく対策技術の充実

を図ることが有効となる４）13）15）16）。

３　作物ごとに異なる適応の方
策と今後の対応

気候変動への適応は、作物によって方向が異なる

点も重要である。かんしょでは、青果用かんしょを

中心に、温暖化により栽培地域が北へ広がっており、

「産地が広がる」形での適応が見られる。一方でば

れいしょでは、高温の影響を受けやすいため、生産

を維持しながら地域や作期を分散させる動きがあ

る。このように、「産地を広げる作物」と「産地を

分散させる作物」があり、それぞれに応じた適応が

必要である。すなわち、青果用かんしょのように産

地が拡大する作物と、ばれいしょのように産地を分

散させる作物とでは、気候変動への適応の方向が異

なる点が特徴である。

気候変動への適応としては、高温耐性品種の開発

の重要性はどの作物においても変わらない。しかし、

新しい品種の普及には時間がかかる。そのため当面

は、防除の前倒しや排水対策、作期調整、産地分散

など、現在すぐに取り組める適応を組み合わせて進

めていくことが重要である。

おわりに
近年の気候の極端化（高温、多雨、干ばつなど）

は一時的なものではなく、今後も継続すると考えら

れる。このような状況の下では、従来の栽培方法に

とらわれず、気候の変化に応じて柔軟に対応してい

くことが求められる。作物の特性に応じて、「どこ

で作るか」、「どのように作るか」を見直しながら、

リスクを抑えた生産体系を構築していくことが重要

である。

写真４　台風によるサトウキビへの被害の様子
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